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Recent Issues on Social Support Studies in Sports and 
Physical Activities: A Review of Articles Seeking for 

Future Research Directions 

TSUCHIYA Hironobu and NAKAGOMI Shiro 

In the field of social psychology, a lot of studies have been conducted on social support 

to demonstrate the effect of buffering stress. Recently many reviews have appeared to 

summarize the main issues in the research area with seeking for implications to practical 

studies. Based on the existing knowledge we established a reviewing framework consisting 
the following three components; i ) identifying relating variables and stressful events, ii) 

defintions and measurement methods, iii) necessity of practical studies. 

The purpose of this study was to analyze the recent trend of social support studies and 

to explore future directions in the field of sports and physical activities by reviewing the re-

levant articles found in a data base (SPORT Discus) . One hundred and thirty eight studies 

were retrieved in the data base for the last 20 years (1975-1995) , and the studies signifi-

cantly incre~sed after 1990. In terms of related variables, these studies were divided into 4 

categories; sport participation, injury and rehabilitation, stress coping, and leadership be-

havior. The analysis of articles concerning sports and physical activities suggested that adv-

anced findings were obtained in the stress coping and leadership studies. The studies in the 

field of sports and physical activities were more likely to direct their attention to social sup-

port in the practical context than those in other field which were concerned about the buffer-

ing effect of social support on mental health. There were found still unanswered questions 

and problems to solve urgently, while practical intervention strategies have begun to be 

established, which implies a future diredtion of this research area. 

Key words: Social support, Review of articles, Stress buffering effect, Atheletes burnout 
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できる。

　この概念を適用した研究は，社会心理李，健康

心理学，教育心理学といった心理学関連分野だけ

でなく，ストレスを扱う様々な分野においても認

めら’れる。例えば看護学の分野では，早くからこ

の概念が注目されてきた24）。ところが，これま

でなされてきた実証的研究の多くは，ストレスレ

ベルとSSの間に主効果が認められるとする「直

接効果」と，交互作用が認められるとする「間接

効果」を対立軸にした，ストレス緩和効果の検証

に費やされてきたといってよい。現在では，上記

の対立する議論についても一定の結論が得られ，

同時にSSのストレス緩衝メ［カニズムが明らかに

なりつつあるが7），その間に費やされた調査研究

は膨大な数にのぼった。

　ところで，1970年代中盤に始まったSS研究も

はや20年が経ち，最近では社会心理学および健康

心理学を中心として，SS研究の課題を整理する
ためのIレビュー60168■70）が精力的になされている。

そこでは，上記のSSのストレス緩衝メカニズム

を踏まえ，SSとは何かといった定義上の問題か

らその測定方法の問題，さらに効果を決定する

種々の要因（例えばストレスのレベルや種類，SS

の機能，SSの提供者†受け手の社会的属性ある

いは心理的特徴など）が課題として取り上げられ，

それに関連する知見が積み重ねられてきている。

これらのレビューが精力的になされている背景に

は，これまでなされてきた実証的研究によって，

確かにSSのストレス緩和（緩衝）効果は検証され

てきてはいるが，それが必ずしも実践的な介入に

向けた示唆へとつながっていないといった批判が

ある70）。各分野における適応上の間題に，SS研

究がいかに答えうるかの検討が，これから本格的

になされていかなければならない時期にあるとい

える。

　そのような認識の吟と，体育・スポーツ分野に

おいて土屋・中込64－66）は，選手の燃え尽き

（burnout；以下「バーナウト」とする）予防の観

点からSSに着目し，基礎資料の収集に努めてき

た。そして現在，その成果をチームビルデイング

や新入部員に対する介入プログラムの申で活かそ

うとする試みを行なっている62・67）。しかしなが

ら，体育・ろポーツ領域全体で見た場合，SS研

究の現状あるいは課題を検討した研究は見当たら

ず，問題とする適応事象間でSSをどう扱うかに

ついても混乱が認められている。最近の社会心理

学および健康心理学におけるレビューの成果をも

とに，体育・スポーツ領域におけるSS研究の現

状や特徴を明らかにすることで，同時に今後の課

題や研究の方向性が探求できるものと期待されて

いる。

　そこで本研究では，体育・スポーツ領域におけ’

るSS研究の現状と課題を探求するため，文献研

究を行った。まず，上述のレビューにおいて指摘

されているSS研究の主張や課題を下敷きに分析

の枠組みを構築し，体育一スポーツ領域における

SS研究の特徴を明らかにする。次に，体育・ス

ポーツ領域におけるSS研究の課題を整理し，今

後の研究，とりわけ実践的研究の方向性を探求す

ることを目的とした。

2．分析粋組みの構築

　体育・スポーツ領域に．おける文献研究に先立

ち，ここでは最近の社会心理学および健康心理学

におけるSS研究の主張と課題を整理し，本研究

における分析の枠組みを構築する。

　前述のとおり，これまでSS研究は「良好なSS

を得ら’れることは心身の健康の維持・促進につな

がる」という命題のもとに実施されてきた54）。

そして現在では，その健康の維持・促進のメカニ

ズムが，以下のように説明されている。

　一般にSSは，個人が潜在的なストレス事象に

直面してから疾病に至るまでの2つの時点で機能

すると考えられている7）。1つは，ストレスの脅

威を査定する認知的評価の段階であり，もう1つ

はストレスの再評価を含む対処段階である。また

SSの機能に着目すると，その具体的内容は，お

よそ情緒的なSSと道具的なSSの2つに大別され

ることが多い69）。この2つの構成要素を先の2

段階に対応させるとチ認知的評価の段階では情緒

的なSSが，そして対処段階では道具的なSSが有

効となると指摘されている65）。つまり個人は，

情緒的なSSを得ることでストレスの脅威を減ず

ることができ’道具的なSSを得ることで適応的

な対処行動が選択・実行されると考えられてい

る。

　ここで，潜在的なストレス事象は対処要件とよ

ばれ，対処要件と心身の健康に関連した結果変数

の間に因果関連が想定されるとき，SSはその間

に介在する変数として位置づけられるのが一般的
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である27）。したがって，対処要件に合致したSS

が，それにふさわしい提供者から得られることで，

ストレスの悪影響が緩和され，結果として健康の

維持・促進がもたらされると考えられている。

　以上がSSの健康の維持・促進をもたらすメカ

ニズムとして，一般的に認められてきた知見であ

る。しかしながら，その詳細については課題が多

く，必ずしも研究者間で意見の一致をみていない。

そのうち，比較的多くのレビューによって指摘さ

れてきた課題を整理すると，対処要件および結果

変数の同定，定義および測定法の検討，実践研究

の欠如の3点にまとめられる。SS研究における

前述の主張とこれらの課題をまとめ，本研究の分

析枠組みとして示したのが図1である。図中，潜

在的なストレス事象（対処要件）一認知的評価一対

処一心身の健康（結果変数）へ至るプロセスと

SSの関連性は，Cohen＆Wi11sのストレス緩衝モ

デル7）を基礎としている。以下では，この分析枠

組みについて，上記の3つの課題との対応から問

題の所在を明確にする。

1）対処要件および結果変数の同定について

　図1で明らかなようにSSは潜在的なストレス

事象と心身の健康の間に介在する変数として位置

づけられており，対処要件となるストレス事象と

SSのマッチングー（合致度）は，その効果を決定づ

ける大きな要因となる60）。ストレス事象の性質

によって，自ずと有効なSSのタイプや提供者が

異なると予想される、。また同時に，結果変数とし

てどの種の問題を扱うかによっても，有効なSS

のタイプが異なるとも考えられる。例えば，SS

と身体的健康（疾病の発生）との関連について検討

したレビュー論文では，異なる疾病間において

SSの効果の差異が見い出されている68）。したがっ

て，対処要件と結果変数を同定したうえで，SS

の効果を詳細に検討する必要があるといえる。そ

の際に，図1に示したとおり，両者の間に因果関

連が想定されていることを確認する必要があろ
う。

　他に，体育・スポーツ領域で扱う適応上の間題

は，負傷の発生等の身体的健康と，適応感やバー

ナウトあるいは抑鐙等の精神的健康の問題，さら

に選手およびチニムの生産性（競技力やパフォー

マンス）の問題も含まれていることが予想される。

したがって，結果変数に注目しどの種の問題が研

究の対象として扱われているのかを同定する必要
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図1　本研究における分析枠組み

があるといえる。以上から，文献研究にあたって

は研究の対象としている問題事象（析究の背景）を

明確にし，対処要件と結果変数を同定していく必

要があるといえる。

2）定義および測定方法について

　SSは「他者から得られる有形・無形の援助」27）

と換言されている場合が多いが，それは暫定的な

ものであり，定義については意見の一致をみてい

ない。例えばCobbはSSを情報として捉える試
みを行なったが5），結局「～に対してサポーテイ

ブがゆえにサポートと呼ぶ」といった「循環論」

を脱し切れていない。この点について浦は，操作

的な「アドホックな定義」69）に強く反対し，ま

た稲葉らは「総称概念として」27）広くSSを捉え

ていく必要があると主張している。

　しかし，SSを総称概念として捉える以上，そ

の測定方法は様々な形態をとらざるをえない。現

在，比較的多く用いられている測定方法を挙げて

も，少なくとも3つ以上の測定方法が用いられて

いる。図1におけるSS－Nはネットワーク（support

network）の測定，SS－Eは実行された（enacted

’support）あるいは受け取ったサポート（received

support）の測定，SS－Pは知覚されたサポート

（perceived　support）の測定といった3つの形態を

それぞれ示している。

　測定方法の多様性は導き出される結果の多様性

につながる。SSのストレス緩和効果をめぐる対

立概念，すなわち「直接効果」と「問接効果」に

ついてみても，ネットワークの測定では前者か，

知覚されたSSの測定では後者が検出される傾向

の高いことが指摘されている69）。さらに，知覚

されたサポートについても受け手の満足度を測定
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する場合と，利用可能性を測定する場合では，

SSの意味づけが異なる。SSをどのように捉え，

測定するかによって導きだされる結論が異なるこ

とから，文献研究においては測定法の形態に注意

を向ける必要があると．考えられる。

．上記の測定法の問題は，SSの機能にも関連す

る。図中，情緒的なSSは受け手の認知的評価の

段階で心理的安寧をもたらし，道具的なSSは適

応的な対処行動を促進すろと仮定されている65）。

しかし，送り手の意図と受け手の認知にずれが生

ずるような場合，いずれの測定法が用いられたか

によって，その機能は異なる。コーチから選手に

対して練習方法に関するアドバイスがなされた場

合を例にすると，SS－Eで測定された道具的なSS

が，SS－Pでは情緒的なSSとして検出される可能

性を否定できない。選手は練習方法のアドバイス

を通じて，コーチから励まされた牛感じることも

あろう。体育・スポーツ分野における文献研究で

は，SS測定方法を十分吟味しながらSSの機能と

効果を検討する必要があるといえる。

3）実践研究について

　これまで実施されてきたSSの実践研究は非常

に少ないのが現状である54）。問題に悩む個人が

その問題の解決あるいは緩和に役立つSSを獲得

できるような介入方略が確立されなければならな

い。

　図1には実践研究の方向性として2つの可能性

を示し．た。1つはSSの送り手に焦点を．あてたも

ので，SS環境の整備のように捉えることができ

る。もう1つはSSの受け手に焦点をあてたもの

で，SS獲得に向けた個人の取り組みを活性化す

るための介入のように捉えることができる。本研

究の主たる関心がとりわけ実践的研究の方向性を

探求することにあることより，これら2つの方向

性からそれぞれの研究における主張を注意深く吟

味していく必要があるといえる。また，応用心理

学の一部門に位置づけられるスポーツ心理学領域

では，種々の実践研究が行なわれていると期待さ

れることから，本研究ではそこで採用された介入

方略の具体的内容を検討していく必要があると考

えられる。

3．体育・スポーツ領域におけるSS研究の現状

　ここでは，まず体育・スポーツ領域では，どの

ような背景のもとにSS研究が実施されてきたの

かを明らかにし，カテゴリー毎に研究を分類する。

次にそれぞれの背景をもつ研究においてどのよう

な主張がなされているのか，その特徴を比較検討

する。

1）体育・スポーツ分野におけるSS研究の背景

　体育・スポーツ領域におけるSS研究の現状を

把握す．るため，SPORT　Discus（1975－1996．6）を

データベースにし，“socia1support”を検索語と

した文献検索を行なった。その結果，1975年から

1995年の間に発表された146件の文献が検索され，

そのうちユ38件について要約（アブストラクト）が

入手できた。各論文に付されたアブストラクトを

通読し，従属変数あるいは結果変数として設定さ

れている問題事象のカテゴリー化を行なったとこ

ろ，138件中46件が「運動参加」として，19件が「負

傷」として，28件が「ストレス対処」として，26

件が「リーダーシップ」として，19件が「その他」

として分類された。

　さらに，マイクロフィルムなど入手困難な文献，

総説および啓蒙資料を除き，それぞれのカテゴ

リーに分類された代表的な論文の主張をまとめる

と，以下のようであった。

①「運動参加」

　ここには，体育・スポーツ分野におけるSS研

究のうち，特定の運動プログラムヘの参加・継続

ならびに運動行動への動機づけについて検討して

いる論文を分類した。ここに分類された論文のい

ずれの研究でも，運動参加にSSが寄与するといっ

た主張が見受けられる。例えば，Wanke1＆

Mummeryは，カナダの人口統計学的データ
（Campbe1l’s　survey　of　the　we11－being　of

Canadians）を用い，TPB（Theoryofp1aned

behavior）と呼ばれる運動行動の予測理論の検討

を行なっている7！）。TPBでは運動行動の予測変

数としてSSが組み込まれており，その標準偏回

帰係数に関する分析からは，調査対象者の加齢に

伴い規定力の高まりが確認されている。そのプロ

セスについては，Braw1ey＆Poag－DuCharmeや

Duncan＆Stoo1mi11er，Oman＆Duncanの研究に

おいて，SSの享受が受け手の自己効力感を高め，

運動行動へと動機づけていくと説明されてい
るユ・13・37）。

②「負傷」

　ここには，体育・スポーツ分野におけるSS研

究の．うち，負傷の発生ならびに負傷後のリハビリ
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への専心度について検討している論文を分類し

た。負傷の発生を検討した研究の主張をまとめる

と，SSがストレス事象の悪影響を緩和し，結果

として負傷の発生（頻度）を防ぐと理解される。例

えば，Rider＆Hicksの研究では，バスケットボー

ル選手における負傷の発生が，SS探索を含むス

トレス対処スキルの欠如によって生起する可能一性

があると主張している42）。しかし，Hanson，

Mcqu11agh＆Tonymonは負傷発生の頻度に及ぼ

すSSの影響を認めておらず，頻度よりもむしろ

負傷の重篤度と関連すると主張しており20），今

後は負傷発生に与えるSSの効果を詳細に検討す

る必要のあることが分かる。

　一方，リハビリ継続に焦点を当てた研究では，

SSの供与がポジティブに関連するとの報告が多

く，Nixonは負傷選手に対してトレーナーからの

情緒的・道具的なSS提供が必要であると主張し

ている36）。ただし，Fields，Murphey，Horodyski

＆StopkaはSSのリハビリ専心度への効果を否定

しないまでも，スケジュール等の要因に比較する

とその規定力は大きくないと主張している15）。

他に，Duda，Smart＆TappeはSSを要因に組み
込んだ投資理論（Pe．sona1Investment　Theory）を

用いて選手のリハビリプログラム継続を予測する

試みを行っており，理論的基盤の確立を目指して
いる13）。

③「ストレス対処」

　ここには，体育・スポーツ分野におけるSS研

究のうち，競技ストレスヘの対処行動および結果

変数としての適応感，バーナウト，競技不安につ

いて検討している論文を分類した。いずれも競技

ストレスヘの対処行動としてSSを積極的に活用

する必要性を主張している。これらの研究が活発

化している背景には，競技ストレスから派生する

種々の心理的問題への関心の高まりが指摘でき

る。

　選手のストレス対処行動を検討している研究で

は，エリートフィギュア選手に対する面接調査が

実施され，ストレス事象ならびに対処方略の具体

的内容が明らかになっている171ユ8）。そこでは，

ストレスのタイプに応じた対処行動選択の必要性

を指摘し，特にタイトル獲得後は積極的にSSを
活用する必要があると主張されているユ7）。また，

Madden＆Kirkby一は，WOCS（Ways　of　Coping

withSport）の開発にあたって，自ら必要と思わ

れるSSを積極的に獲得していくことで，競技ス

トレスから派生する適応上の問題にうまく対処で

きると指摘し，WOCSにおいてはSS探索行動
（Socia1support　seeki㎎）を重要な対処行動として

取り上げている3ユ）。またWOCSを用いた研究で

は，スランプヘの対処過程で性差を報告するもの

もあり30），男性競技者に比べて女性競技者は活

発にSSを求めることが明らかになっている。

　結果変数についてみると，Ke11y＆Gi11とKel1γ

は，コーチングスタッフのバーナウトに注目した

研究を行なっている。そこでは，Smithのストレ

スーバーナウトの認知評価モデル55）を援用し，

満足できるSSを享受することでストレスの悪影

響が緩和され，結果としてバーナウトの予防に寄

与すると指摘されている28■29）。他に，Go1ding＆

Unger1eiderは，　SSがPOMS　（Profi1e　of　mood

StateS）を用いて測定されるネガティブな気分を緩

和すると報告している／9）。また土屋・中込は選

手のバーナウトの他に，運動部活動に対する適応

感を結果変数に設定した研究を行い，男性競技者

は部員からのSSが適応感を促進するのに対して，

女性競技者では指導者からのSSが，指導者に対

する心理的接近度を介して適応感を促進している

ことを示した63）。Ko1t，Kirkby＆Lindnerの報

告30）と同様，ストレス対処過程を扱う研究では，

選手の個人差に着目した研究が今後増えていくと

予想される。

④「リーダーシップ」

　ここには，体育・スポーツ分野におけるSS研

究のうち，望ましいコーチ行動やリーダーシップ

について検討している論文を分類した。ここに分

類された研究では，コーチが選手に対してSS提

供に努めることで，望ましいリーダーシップが発

揮されると主張するものが多い。例えば，Weiss，

Barber，Sis1ey＆EbbeckおよびRiemer＆Che11a－

duraiは，SSの供与に努めているコーチが指導す

るチームの凝集性は高く，また選手の満足度も高

いことを報告している41172）二また，ほとんどの

研究において，Che1ladurai＆Sa1ehの開発した
LSS（Leadership　Scale　for　Sports）4）が用いられて

いるのが特徴である。

　LSSは40項目で構成され，SS提供の他に，ト

レーニング指導や民主的態度等をリーダーシップ

行動と位置づけている。コーチに対してはそれぞ

れの行動の望ましさを問い，選手に対してはコー
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チの実際の行動を評価させるといった工夫がなさ・

れている4）。日本とカナダとの間でLSSを用いた

比較研究3）の結果を見ると，大学運動選手を対象

とした調査ではSSについて有意な差を認めてい

ないが，コーチを対象とした調査では日本の方が

有意に高い得点を示している。日本のコーチはカ

ナダのコーチに比べてSS提供をより望ましい

コーチ行動として認識しているにも関わらず，選

手の評価には違いが認められない。さらに，コー

チのリーダーシップに関する満足度は，圧倒的に

カナダの選手の方が高いことが示されている。

LSSを用いた比較研究により，異なる競技集団間

のSSの実態が明らかになっていくものと期待さ’

れている。

⑤「その他」

　ここには，体育・スポーツ分野におけるSS研

究のうち，上記以外の背景から研究がなされてい

ると思われた論文19件を分類した。カテゴリーは，

それぞれを独車して取り上げるほど件数が多くな

いと判断し，「その他」とした。脊髄損傷患者の

ライフスタイルの変化とSSの関連を検討した
Coy1e，Shank，Kinney＆Hutchinsの研究9）や，ア

フリカ系アメリカ大学運動選手のSSネットワー
クを検討したHarrisの研究22）’などがここに含ま

れている。

2）体育・スポーツ分野におけるSS研究の現状

　上記のカテゴリーを踏まえ，それぞれの発表論

文件数の年代別推移を図示したものが，図2であ

る。研究の背景に着目すると「運動参加」，「負傷」，

「ストレス対処」に分類された研究が増加傾向に

あることが分かる。一方1986年一1990年代に多く

の発表がなされた「リーダーシップ」に関連する

研究は，それ以後顕著な増加傾向が認められてい

ない。全体では，年次的な発表数の増加が認めら

れ，特に，90年までの総計が71件に対して，1991

年一1995年までの発表論文数は67件と，顕著な増

加が確認された。

　そこで，体育・スポーツ分野におけるSS研究

の現状を探求するため，この問に発表された代表

的な論文を対象に，本研究の分析枠組みにした一

がって，対処要件（ストレス事象），SSの測定方法，

従属変数（結果変数）を同定し，それぞれのカテゴ

リーにおける主張の概要を表1から表4にまとめ

た。以下では，上記に調査対象者の観点を加え，

それぞれのカテゴリーにおける特徴を検討する。

固文件敷

　　圏遵動参加80

70　　圏鮒
60　　　　■■ストレス対処

40　　口その他

30

20

10

0
70－80ヨ睾ft　　　　　　81－85年ft　　　　　　86－90｛芋ft　　　　　　91－95圭Efセ

図2　関連変数別にみた発表論文件数の推移

　まず，調査対象者に着目すると，「運動参加」

では競技者以外を調査対象者とする場合が多いの

に対して，「負傷」，「ストレス対処」，「リーダーシッ

プ」では競技者を調査対象者とする場合の多いこ

とが分かる。さ．らに「ストレス対処」ならびに「リー

ダーシップ」ではコーチが調査対象者となる場合

があり，その際前者ではバーナウトを従属変数と

している28’29）といった特徴が認められる。これ

は，従来バーナウトが対人援助専門職を対象とし

て研究がなされてきており14），コーチもその範

晴1に加えられているためと考えられる。後者では，

選手に対するSSの提供者としてコーチが調査の

対象となっており，「負傷」において理学療法士

を調査対象としたFord＆Gordonの研究16）と同

様，望ましいSSの具体的行動を探求することが

目的となっていることが分かる。したがって，体

育・スポーツ領域におけるSS研究は，非競技者

を調査対象とした「運動参加」と，競技者・コー

チあるいは理学療法者を対象とした「負傷」，「ス

トレス対処」，「リーダーシップ」研究がなされて

いるといえる。

　次に対処要件の特徴をみると，「運動参加」な

らびに「リーダーシップ」では明確な対処要件が

設定されていない場合が多い。前者では運動参加

に及ぼすSSの影響が，後者ではコーチがSSをど

の程度提供してい亭かが検討されている。それに

比べて「負傷」と「ストレス対処」ではいずれも

ストレス事象が対処要件として設定されており，

前者では生活ストレスが，後者では競技ストレス

（あるいは職務ストレス）が対処要件となっている

場合が多い。前者の研究の関心は，生活ストレス

と競技状況における負傷の発生との間の，因果関

連の検討にあるようである。
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表1 「運動参加」を研究の背景とする主な文献の概要

著　者　名　　発表年 研究の背景 調査対象者 対処要件 SSの測定方法
独立（介在）変数
　　　　　　　　　従属（結果〕変数
　（SS以タト）

主な結果あるいは

実践研究への示唆

　Br目w1巴y＆
　　　　　　　　1992
Po目g・Duch日rmo

運動参カロ 健康な老人
知覚されたサポート

（満足度）

　　　　　　　運動プログラム
白已効力感
　　　　　　　　への参力日目数

SSと運動プログラム参加と

の関運において自己効力感

が介在変数となる

Duncan＆
　　　　　　　1993
StoolmiHer

運動参カ日 一般成人
知覚されたサポート
｛満足度）

自己効力感の認知　　　運動参加

白己効力感の認知が，SSと

運動行動の関違において介

在変数となる

Sohi8［Singh ユ993　運動参加 ナイジェリア選手
客観指標による測定
1まない

家族の運動参加

ナイジェリア選手の競技参

加は，家族からのサポート

と関連している

W固nk巴I＆
　　　　　　　1993
Mummery

運動参カロ 一般人（カナダ〕
知覚されたサポート

｛満足度）

SSは運動参加を促進｛人口

統計学資料を用いたTPBモ

デルの検証）

Rose．ot　al． 1994　運動参加 8一ユ2才の少年
知覚されたサポート

（満足度）
運動技能　　　　SSの享受度

運動技能の低い少年は，高

い少年に比べSSの享受が少

ない

Henderson，＆
　　　　　　　　ユ995
　Bodini

運動参カ□
運動障害のある女
1’生（事例検討）

運動障害
客観指標による測定

はない（面接）

運動障害のある女性のス
ポーツ参加にSSが重要な役

割を果たす

Oman＆
　　　　　　ユ995
Duncan

運動参カロ 成人女性
知覚されたサポート
｛満足度）

自己効力感，　　プログラムヘの

運動強度　　　　参加・継続

SSは内部統制感を通じて運

動行動を間接的に規定する

表2 「負傷」を研究の背景とする主な文献の概要

著　者　名 発表隼 研究の背景 調査対象者 対処要件 SSの測定方法
独立（介在〕変数
　　　　　　　　　従属（結果）変数
　（SS以タト）

主な結果あるいは

実践研究への示唆

Hardy．et　al． 1991　　負傷 大掌運動選手 生活ストレス
満足度およびネット

ワーク

　　　　　　　　負傷の頻度と重
ストレス源
　　　　　　　　篤度

SSの種類によって直接効果

と聞接効果が認められた

I6VleΨa＆
　　　　　　　1991　　負傷
Orliok

負傷を抱える選手
リハピリテー
ションの継続

知覚されたサポート
（満足度〕

積極的な語りかけ，
　　　　　　　　　　回復までの期間
目標設定，他

回復の早い選手たちのSS満

足度は高い

Sh齪n目h齪n 199工　　負傷 大学運動選手
負傷に伴う心理

的変イヒ

知覚されたサポート
（満足度〕

負傷者と非負傷者　　　自尊心 SSはその量よりも質が重要

Hanson．et　aL 1992　　負傷　　　陸上競技選手
生活ストレスと

競技ストレス

知覚されたサポート
（満足慶）

パーソナリティ要因　負傷の頻度と重

とストレス源　　　　篤度

SSにより負傷の重篤度が規

定される（負傷発生の頻度と

は関連しない〕

Ford＆Gordon
　　　　　　　　　理学（リハピリ）療
1993　　負傷
　　　　　　　　　法者

｛負傷に伴うス

トレスを想定）
必要性と提供可能性

リハピリ遇程で理学療法者

が選手に提供すべきSSの具

体的内容を探求

Petri巴 1993　　負傷 大学サッカー選手 生活ストレス
知覚されたサポート

（満足度）
チームにおける地位　　負傷の発生

重篤な負傷の発生に対して

SSの満足度とストレスの影

響が認められた

Nixon
　　　　　　　　　　大学運動選手
工994　　負傷
　　　　　　　　　（NCAA　Division1）

負傷に伴う痛み ネットワーク
チームにおける地位　サポート獲得行

位，チーム構造，他　動

負傷選手にはトレーナーか

らの情緒的・道具的なサ
ポートが重要

Fiold呂，ot　al． 1995　　負傷 大学性（同好会） リハビリテ］
ションの継続

知覚されたサポート

（満足度）

動機づけ，痛みへの
　　　　　　　　　　リハピり専心度
而f’1生，　イ也

SSには両群に顕著な差がな

くリハピリ専心度にはスケ

ジュールの要因が強く関連

Rider＆Hicks
　　　　　　　　　バスケットボール
1995　　負傷
　　　　　　　　　　　　選手

生活ストレス

ライフイベント

知覚されたサポート
（満足度〕

ストレス，対処能力　　負傷の発生

SS，ストレス対処能力と負

傷の生起には負の相関が認

められる
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表3 「ストレス対処」を研究の背景とする主な文献の概要

著　者　名 発表年　研究の背景　　調査対象者　　　　対処要件
　　　　　　　　　独立｛介在〕変数
SSの測定方法　　　　　　　　　　　従属（結果）変数
　　　　　　　　　　　（SS以夕十）

主な結果あるいは

実践研究への示1唆

Golding＆　　　　　　ストレス　　1窪上競技選手
　　　　　　　1991
U㎎erlEide1・　　　対処　　｛マスター）

練習頻度と強度
提供者およびネット

ワーク
気分（POMS〕

SSが選手の気分に影響を及

ほす。提供者は練習環境に

依存

　　　　　　　　　　ストレス
Crockor　　　1992　　　　　　　　大学運動選手
　　　　　　　　　　　対　処

SS探索行動

WOCSの因子構造の確認。

SS探索行動が対処方略とし

て独立した因子となる

S皿oll，ot纈L
　　　　ストレス
1993　　　　　　　　少年選手　　　競技ストレス
　　　　対　処

客観指標による測定
　　　　　　　　　　（介入ブログラム〕　　　自尊感情
はない

コーチヘの介入プログラム

（CET）が選手の自尊感情を

高め離脱を防ぐ

Colem日n
　　　　ストレス　　　20－81才の
1993　　　　　　　　　　　　　　　生活ストレス
　　　　対　処　　　　一般成人

客観指標による測定　　　　　　　　　　　自己評定による
　　　　　　　　　　レジャー参加形態
はない　　　　　　　　　　　　　　　　健康度

SS獲得を目的としたレ
ジャー活動は健康と関連し

ない

Gou■d．ot刮1、
　　　　ストレス　　　フイギュア
エ993　　　　　　　　　　　　　　　競技ストレス
　　　　対処　スケート選手

客観指標による測定
　　　　　　　　　　　各種対処行動
はない（面接）

工り一卜選手はストレス源

の種類に応じて対処方鵬を

使い分けている

Gould，ot　ol．
　　　　ストレス　　　フィギュア　　タイトル獲得後
1993
　　　　対　処　　　スケート選手　　の競技ストレス

客観指標による測定
　　　　　　　　　　　各種対処行動
はない（面壬妾）

タイトル獲得後はSSの探索

と濡用を積極的に行なう必

要性がある

KoIley＆Gi11
　　　　ストレス　バスケットボール　ストレス，役割
1993
　　　　対処　コーチ傲員）　の混乱，他

知覚されたサポート
　　　　　　　　　　　個人・状況要因　　　パーナウト
（満足度〕

Smiユhのモデル検証。SSの

満足度が高いとストレスの

認知的評価が低い

kelly
　　　　ストレス　　　ソフトポール
1994　　　　　　　　　　　　　　　　　　職務ストレス
　　　　対　処　　　　コーチ

知覚されたサポート
　　　　　　　　　　勝敵，困難さ，性差　　バーナウト
（満足度）

特に男性コーチにおいては

SSの満足度がストレスの評

伽・こ齋接に関連する

丁呂uchiy目＆　　　　　　ストレス
　　　　　　　1994　　　　　　　　大学運動選手
Nヨkヨgomi　　　対処

競技ストレス
知覚されたサポート
　　　　　　　　　　　競技ストレス　　　バーナウト
（満足度）

提供者毎とサポート機能に

関連が認められる

Crocker＆　　　　　　　ストレス
　　　　　　　1995　　　　　　　　大学運動選手
G閉h颪m　　　　対処

競技ストレス SS探索行動　　　　　　競技ストレス　　　　対処様式

女子競技者は情緒的理曲に

よりSS探索行動が多く認め

られる

1（olt．et日1．
　　　　ストレス
1995　　　　　　　　体操選手　　　競技ストレス
　　　　対　処

SS探索行動　　　　　WOCSの各要因　　（性差の検討〕
女子選手はスランプヘの対

処過程でよりSSを活用する

Smith，ot日1．
　　　　ストレス
1995　　　　　　　　少年野球選手　　競技ストレス
　　　　対　処

客観指標による1則定
　　　　　　　　　　（介入プロク’ラム〕　　競技不安
はない

コーチヘの介入プログラム

（CET）が選手の競技不安を

軽1威

丁呂udliya，et目一、
　　　　ストレス
1995　　　　　　　　大学運動選手　　競技ストレス
　　　　対’処

知覚されたサポート　　　　　　　　　　運動部活動への
　　　　　　　　　　　競技ストレス
（満足度）　　　　　　　　　　　　　　適応感

SSの適応感に与える影響に

は性差が認められる

注）著者名はデータベースにおける表記をそのまま使用しむ

表4 「リーダーシップ」「その他」を研究の背景とする主な文献の概要

著　者　名　　発表年 研究の背景　　調査対象者　　　　対処要件
　　　　　　　　　独立（介在）変数
SSの測定方法　　　　　　　　　　　従属（緒果）変数
　　　　　　　　　　　（SS坦⊥クト）

主な結果あるいは

実践研究への示唆」

　　　　　　　　　　　り一ダー　　　女性コーチ
Wei呂昌，et固1，　　199ユ
　　　　　　　　　　　シップ　　　　（非熟練者〕

客観指標による測定

はない｛面接）

インターン制度の利点とし
て報告された内容にSSの享

受が認められた

Wes甘e＆　　　　　　リーダー
　　　　　　　ユ99ユ　　　　　　高校サッカー選手
Weiss　　　　　　　シツプ

知覚されたサポート
　　　　　　　　　　　LSSの各要因　　　チームの凝集性
（満足度）．

SS提供に努めていると認知

されたコーチが指導する
チームの凝集性は高い

Salmimn＆　　　　　　　1994　リーダー　　　　コーチ
Liukonen

　　　　　　　　　　　シツプ

実行されたSS　　　　　LSSの各要因 Lssの妥当性、検討

Riemor＆　　　　　　リーダー
　　　　　　　1995　　　　　　　サッカー選手
Ch巴11adumi　　　　シツプ

知覚されたサポート
　　　　　　　　　　　LSSの各要因　　　選手の満足度
（満足度）

SSの満足度はリーダーシッ

プに対する満足度と強く関

違する

Coyle，et日L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ライフスタイル
1993　　その他　　　脊髄損傷，蕾、者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変化

知覚されたサポート　レジャーライフスタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活満足度
（満足度〕　　　　　イル，抑欝傾向，他

SSシステム構築を目指した

介入により生活満足度の向

上が期待できる

　　　　　　　　　　　　　　　　アフリカ系アメリ
H田1ris　　　1994　　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　カ大学運動選手

知覚されたサポート
（満足度）

黒人社会（家族〕よりもス

ポーツ環境からSSを享受し

ている
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　SSの測定方法をみると，知覚されたサポート

（満足度）が査定されている場合が多いことが分か

る。その中にあって「負傷」ではネットワークの

測定が，rストレス対処」ではSS探素行動が査定

されているものが散見される。実行されたサポー

トは「リーダーシップ」のカテゴリーに分類され

た1件の研究46）にのみ認められる。

　最後に，独立変数ならびに従属変数をみると，

「運動参加」では自已効力感ならびにSSの運動

参加に与える影響が検討される場合が多く，満足

できるSSを享受することで個人の自己効力感が

高められるといった示唆が得られている。「負傷」

ならびに「ストレス対処」では，SS探索行動な

らびにその他の対処行動によるストレス緩和効果

の検討が主になっており，対処行動の促進のため

の実践的な取り組みが認められる。特に，Smo11，

Smith，Barnett＆EverettおよびSmith，Smo11＆

Barnettは，SS供与を中核としたコーチヘの介入

プログラム（CET：CoachEffectivenessTraining）を

作成し，そこで研修を行なったコーチが指導する

チーム（選手）の白尊感情は高く57），また競技不

安が減少することを確かめている56）。「リーダー

シップ」でもSSの提供を望ましいコーチング行

動として捉えており，その程度とチームの凝集性

および選手のリーダーシップに対する満足度との

関連が検討されている。しかし，そこでは明確な

対処要件が設定されておらず，また実践的な介入

方略が見い出されていない。その点で，上記のコー

チヘの介入プログラムは，「リーダーシップ」研

究におけるより実践的な方向づけを刺激していく

ものと期待できる。

4．考察

　以下では，先に本研究の分析枠組みとして提示

した3点について，体育・スポーツ領域における

先行研究の課題と今後の方向性を検討する。

1）対処要件および結果変数の同定について

　最近の社会心理学のレビューでは，従来の「直

接効果」と「問接効果」の他に，第3の効果とし

て「隈定効果」と呼ばれる効果に着目している54）。

「直接効果」と「問接効果」をストレスレベルと

の関連から，それぞれ「ストレスレベルに関わら

ず，SSを享受している個人は健康や適応状態が

良い」，「ストレスレベルが低いときにはSSの享

受の有無は個人の健康や適応状態と関連しない

が，ストレスレベルが高くなるとSSを享受して

いる個人はそうでない個人に比べてそれほど悪化

しない」と説明するとき，この「限定効果」は，

「ストレスレベルが低いときにはSSを享受して

いる個人はそうでない個人に比べて健康や適応状

態が良いが，ストレスレベルが高くなるとSSの

享受の有無は個人の健康や適応状態と関連しな

い」のように説明される54）。

　この「限定効果」の注目されている背景には，

対処要件の性質をさらに詳細に検討しようとする

意図が読み取れる。同じ機能を持つSSが提供さ

れたとしても，配偶者の死に代表される生活出来

事（lifee寸ent）的なストレス事象を対処要件とする

場合と，同僚と些細な対立といった日常苛立ち事

（dai1y　hassle）的なストレス事象を対処要件とす

る場合では，自ずとSSの効果に違いが見られる

はずである。しかしながら，体育・スポーツ領域一

ではそれを詳細に検討しようとする試みは非禽に

少く，対処要件となるストレス事象を設定した調

査・実験計画が，「負傷」「ストレス対処」を除き

ほとんど認められないといった現状が明らかに

なった。したがって，多くの研究で採用されてい

る分析は，SSと従属変数（結果変数）間の相関関

係の検討がなされているに過ぎない。最近の研究

ではHardy，Richman＆Rosenfe1dが直接・問接効

果の検討に言及しているのみである21）。

　「リーダーシップ」研究では，SS提供の量と選

手の精神的健康との間に正の相関関係が報告され

ている。Westre＆WeissとReimer＆Che11adurai

の主張をまとめれば，「SSの提供に努めるコーチ

の指導するチームでは凝集性が高まり73）選手の

満足度が向上する4ユ）」といえよう。この点につ

いて，Sarason，Sarason＆Pierceはサポートされ

ている感覚，受容されている感覚の重要性をパ

フォーマンスとの関連で論じており，SSをスト

レスの緩衝剤として位置づけるだけでなく，生産

性を促進する要因として位置づけている48）。さ

らに，Schunkがすでに選手の有能感と動機づけ，

およびパフォーマンスの関連を検討しはじめてい

る’49）。従来のSS研究では，ストレス緩和効果の

検討にエネルギーが注がれていたが，体育・ス

ポーツ領域では，今後選手やチームの生産性との

関連において独自のSSの定義づけがなされてい

くものと期待できる。

　しかし，最近の社会心理学の研究では，対処要
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件となるストレス事象の性質や強度によって「隈．

定効果」が認められることだけでなく，例えば他

者依存性の検討を行った福岡・橋本の研究25）の

ように受け手の自尊感情や有能感との関連で，

SSのネガティブな効果を報告する研究も増えて

おり，SSを与えさえすればよいといったこれま

での研究の風潮に警鐘が与えられている。具体的

な問題として，バーナウト事例を想定する場合，

コーチからの叱口宅激励といったSS提供により，

選手の競技意欲が一時的に喚起されても，バーナ

ウト予防という観点からみると大きな危険性をは
らんでし・ることも指摘されている65）。選手の抱

える問題の本質を考慮にいれたSS提供を目指す

なら，対処要件とSSの効果の関連に焦点をあて

た研究がますます必要となってくるものと思われ

る。

2）定義および測定方法について

　体育・スポーツ分野におけるSSの定義は，先

行研究のいずれかの定義をそのまま援用すること

が多く，またSSの具体的な測定では従来社会心

理学で報告されてきた，細分化された構成要素が

踏襲されている。例えばRosenfe1d，Richman＆

Hardyは，Pines，Aronson＆Karfryの定義とSS

行動を競技者にそのまま援用する試みを行ってい

る45）。分析の結果，選手はチームメイトから情

緒的なSSを受け取る機会の少ないことを報告し

ているが，「情緒的に困難を感じる場面で，あな

たを批判することなく援助してくれる」といった

問いかけが，果たして競技者に必要と思われる情

緒的なSSをどの程度代表しているのであろうか。

この疑問は，Pines，eta1のSS項目が対人援助職

のバーナウト研究の中で開発されたことに由来す

る39）。情緒的枯渇状態を特徴とするバーナウト

では，確かにこのSS項目が受け手の心理的安寧

をもたらすであろう。しかし，大学運動選手を対

象とした調査からは「ライバルと認め合いお互い

に高め合える」，「あなたの成功を心から願ってく

れる」といったSS行動が，選手に必要な情緒的

SSであることと示唆されている64）。また，友人

と、の娯楽活動の共有に代表される「コンパニオン

シップ」44）が結果的に情緒的なSSの機能を持つ

ことも分かっている64）。独特の下位文化が形成

されている牛いわれる競技社会においては，競技

者にとって意味あるSS行動の検討ならびに尺度

の作成が急務であると指摘できる。

　そのためには，従来の研究で示された具体的な

SS行動に固執することなく，例えばRichman，

Hardy，Rosenfe1d＆Ca11amnが行なったように，

SS行動の探求を目的にしたブレイン・ストーミ

ングが，スポーツ心理学者およびコーチを中心に

なされていく必要があろう40）。情緒的なSSと道

具的なSSを軸にしながら，それぞれの提供者と

の対応から，体育・スポーツ領域独自の具体的な

SS行動が見い出されていくことが望ましいと考

えられる。その過程は，「リーダーシップ」研究

においてなされてきた，「望ましいコーチは～の

ようなSSを提供すべき」といった議論だけでな

く，選手が必要と感じる具体的なSS行動を探求

する必要がある。そしてその効果が選手の抱える

ストレス事象および結果変数である心理的健康と

の関連で検討されれば，より実践的な基礎資料が

収集できると期待できる。この点については，一

Sch1iesmanが，リーダーシップについての望まし

さと実際の土一チング行動におけるギャップを調

査している50）。送り手と受け手の双方に注目し

た研究は，今後ますます重要となるであろう。

　また測定方法についてみると，多くの場合知覚

されたサポート（満足度）の測定がなされている。

この傾向は体育・スポーツ領域に限らず他の領域

にも認められているが，他の測定方法との組み合

わせによって，有効なSSの所在，すなわち誰か

ら得られるどの種のSSなのかに関わるより具体

的な情報が得られるものと思われる。例えば宗

像・椎谷は早くから，情緒的な支援者を保有して

いることが中学校教師のバーナウト（燃え尽き状

態）’の予防に寄与することを実証しており35），

ネットワークの重要性が指摘されている。した

がってSarason，Levine，Bashaman＆Sarasonが作

成したSSQ（Socia1SupPortQuestionaire）47）や，

嶋が大学生を対象としたネットワーク分析で用い

た測定方法53）を参考に，ネットワークと知覚さ

れたSSの両方を査定するような測定方法の開発

が望まれる。SSQでは，27のSS項目について，

そのようなSSを提供してくれる他者をすべて書

き出し（ネットワークの調査；SSQ－Nと呼ばれ

る），次にそれぞれの項目の満足度（知覚された

SSの調査；SSρ一Sと呼ばれる）を答えるよう要請

している47）。嶋の測定方法では，父親，母親，

親友といった12名の人物を定め，12項目のSS行

動についてネットワークのメンバー毎に利用可能
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性を査定している53）。両者の測定方法における

最大の利点は，選手のSSネットワークについて
査定（アセスメント）が可能になる点にある52）。

　測定方法に関連して，「ストレス対処」に多く

認められた，SSの探索行動に着目した傾向は，

体育・スポーツ分野におけるSS研究の特徴であ

る。他領域で多用されている利用可能一性を問う測

定方法よりも，受け手のSS獲得に向けた取り組

みを直接測定することができる点で，今後この種

の測定方法が注目されていくものと考えられる。

3）実践研究について

　本研究の分析枠組みでは，体育・スポーツ領域

における実践研究が大きく分けて2つの方向性を

持つことが可能であると想定されていた。1つは，

送り手への介入であり，もうユつは受け手への介

入である。

　体育・スポーツ領域における研究を概観したと

ころ，前者は主に，選手にとって重要な他者（コー

チやトレーナー）の教育・トレーニングの一環と

して実践されていることが確認された。例えば，

Smith，eta1．が開発したCETと呼ばれるプログラ

ムがこれに相当する56）。そこでは，「リーダーシッ

プ」研究の主張と同様，コーチが選手に対して情

緒的なSS提供に努める意義が強調されている。

　後者，すなわち受け手への介入については，ス

トレスマネジメント教育の一環として，SS獲得

に向けた動機づけを高めるためのセッションが実

践されている。しかし選手を対象とした，体系化

されたプログラムは見当たらず，例えばTay1or

のストレスマネジメントプログラムは，コーチを

対象としている。「ストレス対処」の概観でも明

らかなとおり，選手のSS探索行動が，競技スト

レスヘの対処方略として注目されているが31），

それを促す具体的な介入プログラムが欠如してい

る。，例えばコーチに対するストレスマネジメント

プログラムでは，①コーチングに対する動機づけ

の促進，②ストレス事象に対する気づきの向上，

③ストレろ反応に対する理解，④有効な対処方略

の確立，⑤サポートシステムの構築といった内容

が組み込まれており59），今後は，この様なプロ

グラムが選手へ遭用されていく必要があろう。

　ところで，選手にとってコーチは重要な他者で

あり，道具的をSSのうち特に指導的（instructive）

なSSについてみると最も強力な提供者と位置づ

けることができよう。それゆえに「リーダーシッ

プ」研究では，選手に対してSSの提供に努める

意義が強調され，またCETのようなプログラム

が準備されてきたと考えられる。一方で，受け手

すなわち選手のSS獲得に向けた取り組みを促す

プログラムが欠如していることが明らかになっ

た。このような現状を踏まえると，今後の実践研

究の方向性として以下の報告が示唆に富んでいる

ように思われる。これは，SS研究の先駆者であ

るCap1anが，SSシステムの構築を目指した際に

提唱した「未亡人から未亡人運動」2）における実

践報告の抜粋である。「ほとんどの相談員（援助専

門家）はできるだけ早くよくなるように望んでく

れてはいたが，…中略…，（未亡人たちは）大きな

助けになったとは感じていない。…略…。それに

対して他の未亡人たちはとても助けになることが

分かった。…略…。彼女らはしっかり頑張るよう

に式のことは一切言わなかった。彼女らは，悲し

み（ベトナム戦争による配偶者との死別）が一時的

なものであり，元気になるのはその経過を経なけ

ればならないと知っている」（略と説明は筆者に

よる）。この報告からは，自然発生的な社会資源

を活用することで，SSが本質的な機能を発揮す

ることを示している。

　コーチは競技状況における選手との関わりの中

で，「しっかり頑張るように」式の働きかけを，

役割行動として求められている。技術指導や練習

計画の立案などを中核とする道具的なSSの提供

者であることは，必然的に援助専門家を意味し，

ここで報告されるような自然発生的な社会資源と

なるには限界がある。コーチ自身が道具的・情緒

的なSS提供に努める必要性と同様に，チーム内

でサポート機能が活性化するような試みを，種々

の角度から模索していく必要性も主張されなけれ

ばならない。その1つの方向性として最近，集中

的グループ体験学習を取り入れた取り組
み6’32■34’62．67）や独自の作業課題（サポートネット

ワーク分析6ユ））が提案されている。この種の研究

ははじまったばかりであるが，2つの介入方略の

接点として，今後注目に値すると思われる。

5、まとめ

　本研究では，体育・スポーツ領域におけるSS

研究の現状と課題を探求するため，最近の社会心

理学ならびに健康心理学の知見を踏まえて独自の

分析枠組みを構築し，文献研究を行った。これま
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